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私が粉体に関わったのは入社の時からであり，これま
で多くの方にお世話になりお陰様で色々なことを学ば
せていただきました。感謝の意も込めてお伝えできれば
幸いです。
大学を卒業した 1989年の日本はまさにバブル期，就

職には困らない時代で，バブル崩壊後に来る失われた
30年のことなど思いもよらなかった頃です。
学生時代に記録メディアが β方式から技術を公開した

VHS方式へ急速に移行したのを経験。入社当時，出始
めたころの磁気テープは驚くほど儲かったという話が多
く，顧客大手メーカーでは社員の慰労会として東京ディ
ズニーランドを貸し切りで使用した話や，歌手を工場に
招待しコンサートを開いたという話を聞かされました。
リーディング・カンパニーとして製品の市場への投入

スピードが重要な要素の一つであることは今でも同じで
すが，当時記録メディアの業界でも日本の大手メーカー
による決断は早く，実験機の発注と同時に，パイロット
機の発注，実験機とパイロット機は並行して立ちあがり
ました。さらにそれらが立ち上がった頃には，日本，米
国，欧州の 3拠点での生産工場が同時に動き出し，スケー
ルアップ理論はその中で実験結果から構築されました。
当時日本が世界を席捲したポータブルオーディオプ

レーヤーですが使用される記録メディアもマーケット主
導の流れに巻き込まれ短時間で開発されました。ポケベ
ルが流行り始めたころ，今よりはるかに情報が少ない中
での決断には感銘を受け，記録メディアの分野でも
Japan as No.1であったと感じます。
その後，日本メーカー各社の技術革新や海外メーカー

の参入によりコスト競争へ。価格は下落，やがて日本で
製造していてはコストが合わなくなり，海外での OEM
生産へと移ります。日本の OEM生産だと現地企業の方
が品質を自慢し，誇りを持ってそのことを語っていまし
た。その後，記録メディアは，磁気テープの『ひも』か
らフロッピーディスクの『さら』になり ICの『石』や
CDの『光』へと変わって行きます。

記録メディアにおいて重要な技術的バックグランドと
なったのが微粒子分散技術です。磁気テープを製造する
上で磁性粉の分散工程はその性能を決める重要な工程で
す。記録密度を上げるため粒子径を小さくし，フェライ
トからメタルへと粒子のサイズが小さくなるにつれ高せ
ん断で混練する装置が必要とされ，さらにコストを下げ
るためバッチ処理から連続処理へ移行しました。
磁性塗料は塗工時の状態はスラリーですが，高いレベ
ルでの粒子分散を行うためには分散系の粘度を上げるこ
とが必要です。しかし塗工目的のために粘度を下げる希
釈技術も必要です。スラリー領域よりも高粘度なキャピ
ラリー領域，さらにはファニキュラー，ペンデュラーの
領域を通過し，コンシステンシー限界あるいは，アッター
ベルグ限界とも呼ばれる領域を扱います。
当社の 2軸連続式混練機はこの領域を連続的に処理で
きる装置であり業界に急速に浸透しました。入社した頃
が偶然その技術の立ち上がり期であり，スラリーという
ものに関わり，実験から生産へ，そして新しい技術に変
わるまでのプロダクト・ライフサイクルを実感できたこ
とは幸運だったと思います。その後も混合，分散，混練，
成形技術において多くの先生方のご指導により理論と実
践の世界をつなぐ考え方，体系化を学ばせていただきま
した。
この微粒子分散技術は現在 EVに使用される二次電池

スラリーの製造分野に応用されていますが，二次電池は
中国，韓国メーカーが大きな市場シェアを占めています。
コア技術を現在必要とされる製品にいかにタイミングよ
く展開できるかがビジネスにおいて重要です。
コロナによる自然災害的なサプライチェーンの分断，

2025年では関税による政治的な貿易障壁の構築，中東
における紛争の長期化，あるいは AI技術により人に聞
くまでもなく個人で高いレベルの回答を見つけられるよ
うになるなど，グローバル化した世界において，『分断』
がキーワードとなっています。この分断をチャンスとと
らえるか危機ととらえるかというところですが，粉体工
学を応用することに変わりはありません。
混沌とした世の中ではありますが，粉体工学の発展と
その技術を利用した製品，プロセスが生活の質を向上さ
せることを心から願っています。
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